
早稲田大学校友会東京三多摩支部

昭島稲門会

第 41回定期総会資料

令和 6年度 (令和 6年 10月 1日 ～令和 7年 9月 30日 )

令和 7年 11月 9日 (日 )14時開始

昭島稲門会
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総会次第
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第一部)議 事  14:00～ 14:20
開会

会長挨拶

議長選出

議事

議案第 1号

議案第 2号

議案第 3弓・

議案第 4号

議案第 5号

議長解任

5.来賓ご紹介
6.来賓ご挨拶
早稲田大学理事

7.1用会

(第二部)講演

令和 6年度活動報告

令和 6年度収支決算報告

令和 6年度収支決算監査報告

令和 7年度活動計画 (案 )

令和 7年度収支予算 (案 )

役員等の選退任について (案 )

篠原 初枝 様

14:30～ 15:10

「復活の軌跡 オリンピックヘの道」」
講師 太田 章 (昭和 55年 教育卒 現早稲田大学スポーツ科学部教授 )

(第二部)懇親会  15:20～ 17:00(予定)
1.来賓ご挨拶
早稲田大学東京三多摩地域担当課長/理工学術院総合事務・技術センター調査役

鎌田 紘爾 様
2.来賓ご挨拶・乾杯

早稲田大学東京三多摩支部支部長・東大和稲門会会長

上田 正秋 様
3.懇談



来賓ご芳名

○早稲田大学  理事                     篠原 初枝 様
東京三多摩地域担当課長ノ理工学術院総合事務 0技術センター調査役

鎌田 紘爾 様

○講師 早稲田大学スポーツ科学部教授 太田 章 様

〇近隣稲門会

参加会員 (五十告順)

あきる野稲門会 副会長 柿崎 廣幸様 昭 50 教育

青梅稲門会
△ F
=下

: 大倉 十]爾也様 昭 43 教育

幹事長 山崎 茂様 昭 55 政経

立川稲門会
△ F
=X

大倉 健弘様 日召57 政経

羽村稲門会 副幹事長 阿部 勝次様 昭 51 法

東大和稲門会
△ F
本 X 上田 正秋様 昭 48 商

副会長 林  敏様 雇萄53 理工

福生稲門会 幹事長 持田 洸様 昭 41 政経

武蔵村山稲門会
Zゝ F
ム 1喪 : 荒畑 好佑 昭 51 教育

秋山 和紀 昭 44政経

2 浅野 正直 昭 53法

3 耐島 征夫 皓41 政経

4 岩崎 恵充 昭38商

5 梅田 正宏 臨43理工

6 小宮山 正前 昭 50理工

佐藤 清 昭 4フ 文

8 清水 武 昭 41商

9 田島 洋一郎 昭 44商

10 中野 浩伸 昭 55社学

11 平田 俊彦 昭 42法

12 森 正治 昭 45法

13 山田 勝久 平 14政経

14 山中 皓博 昭 43理工

15 渡部 公正 昭 37法
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議案第 1号

全体活動

同好会活動

対外活動

令和 6年度活動報告

活動内容 月  日 場所 参加者数
」調L土
lj開 ●5

定期総会 11月 17日 フローラカルチャーセンター 21名 来賓 8名

新春顔合わせ会 2月 9日 翠凰楼 10名

現役学生との交流会 8月 25日 翠凰楼 15名

演奏会開催後援 10月 12日 プリモホール 5名 主催・羽村稲門会

役員会 毎月最終火曜日 昭和会館 7～ 9名

三多摩支部大会 9月 7日 大限小講堂 7名

サークル名 実施日 場所 参加者数 備考

ゴルフ同好会
11月 15日

武蔵野ゴルフクラブ
8名

5月 16日 8名

カラオケ倶楽部 毎月最終日曜日 まねきねこ 4～ 8名

ハイキングの会
11月 10日 氷川渓谷 9名

4月 8日 狭山丘陵、六道山公園 7名

シネマの会 6月 22日 ムービックス昭島 5名 ミッションインポッシブル

早稲田スポーツ応援 11月 28日 国立競技場 5名 ラグビー早慶戦

西部ブロック稲酔会 11月 28日 田村酒造 2名

活動内容 実施日 場所 参加者数 備考

合同会長懇話会 12月 8日 後楽園飯店 1名

三多摩支部幹事長会議 3月 1日 京王クラブ 1名

代議員会 3月 8日 、10月 4日 大限講堂 2名

幹事長・事務局長会議 ′′ 大限小講堂 1名

三多摩支部会長会 7月 5日 ビッグボックス 2名

近隣稲門会総会 10,2,5,6月 各稲門会会場 各 1名

あきる野、福生、羽村

青梅、立川、武蔵村

山、東大和

青梅早慶懇談会 3月 9日 青梅ひのき茶屋 2名

3



令和5年度 令和6年度毒ヨ  ロ
前年度より繰越金 918,746 993,945

102,000 93,000年度会費

校友会組織強化補助金 247,000 250,000
125,000 95,000定期総会会費・祝い金

行事参加費 302,000 132,000

支部大会参加助成金 0 0

4,151雑収入 1,827

合  計 1,696,573 1,568,096

令和6年度収支決算報告
(令和6年 10月 1日 ～令和7年9月 30日 )

<‖又  フ、> [単位 :

<A LH> [単位 :円 ]

上記の通り、令和6年度の収支を報告いたします。

令和 7年 10月 14日

会計幹事

会計幹事

森  正治

浅野 正

令和6年度収支決算監査報告書

監査の結果、会計処理ならびに収支計算に誤りが無く、適正であることを認めます。

令和 7年 10月 14日

会計監査

会計監査

渡部 公

外

項   目 令和5年度 令和6年度
総会費 140,705 125,200

渉外費 75,000 75,000

会報費 9,994 57,460

行事費 315,044 177,330

寄付金・寄贈費 113,000 113,000

通信費 25,115 32,904

印刷費 6,143 5,185

事務費 3,025 16,500

慶弔費 0 19,800

雑費 14,602 2,640

小 計 702,628 625,019

次年度へ繰越金 993,945 943,077

合  計 1,696,573 1,568,096

平 田



議案第3号

令和 7年度活動計画 (案 )

<基本方針>
市内在住・在勤の校友間の親睦交流の推進

大学・校友会口近隣稲門会との交流連携の推進

<活動計画>

1.総会の開催

2.役員会の開催 (原則毎月)

3.会員間および学生との親睦交流の集いの開催 (昭島在住学生との交流会他 )

4.同好会活動の活性化 (カラオケ、ゴルフ、ハイキング、シネマ、スポーツ応援他 )

5.会の基盤強化
嗜会員(若年層口女性含む)の増強

・会費納入の促進

・在住・在勤校友の把握

6.大学口校友会・三多摩支部・近隣稲門会への協力と連携

7.広報活動

・会報の定期発行

・ホームページの充実
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令和7年度収支予算 (案 )
(令和7年 10月 1日 ～令和8年9月 30日 )

:円 ]

収 入 支    出
項   目 金  額 項   目 金  額

前年度より繰越金 943,077 総会費 125,200

年度会費 93,000 渉外費 75,000

校友会組織強化補助金 250,000 会報費 10,000

定期総会会費・祝い金 95,000 行事費 177,000

行事参加費 132,000 寄付金・寄贈費 113,000

支部大会参加助成金 0 通信費 100,000

雑収入 4,000 印刷費 5,000

事務費 16,500

雑費 3,000

次年度への繰越金 892,377
/ヽ    二輩
匡:     口 l

1,517,077 ハ     =準
口
・    口 l

1,517,077

Z



○役員名簿 (案 )

退任 幹事 岡 三徳、幹事 菅野 啓明

○顧問名簿

役 職 氏   名 卒年・学部 備 考

△

=
長 梅田 正宏 昭和 43理工 大学商議員

副  会  長
佐藤 清 昭和 47文 会報編集長・ホームページ担当

山中 皓博 昭和 43理工 校友会代議員・ゴルフ同好会担当・稲酔会担当

会 計 幹 事

浅野 正直 昭和 53法

森  正治 昭和 45法

幹  事  長 山中 皓博 昭和 43理工 副会長兼任

副 幹 事 長
小宮山 正前 昭和 50理工

秋山 和紀 昭和 44政経 ハイキングの会担当

幹 事

岩田 三四郎 昭和 48理工 カラオケ倶楽部担当

清水 武 昭和 41商 会報編集委員

中野 浩伸 (新 ) 昭和 55社学

会 計 監 査

平田 俊彦 昭和 42法 シネマの会担当・会報編集委員

渡部 公正 昭和 37法

氏   名 卒年・学部 備
」ニ
イξラ

岩崎 恵充 昭和 38商 校友会賛助代議員
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早稲田大学昭島稲門会 会則

第 1条(名称)

本会は早稲田大学校友会東京三多摩支部昭島稲門会 (略称 早稲田大学昭島稲門会)と称する。

第2条(目 的)

本会は会員相互の親睦交流をはかり、あわせて母校並びに昭島市の発展に寄与することを目的とする。

第3条(事業)

本会は目的達成に必要な事業を実施する。

第4条(会員)

本会は、昭島市に在住・在勤する早稲田大学校友、及びこれに準ずる者を会員とする。

第5条(役員)

本会に次の役員をおく。

(1)会長

(2)副会長

(3)幹事長

(4)副幹事長

(5)会計幹事

(6)幹事

(7)会計監査

1名

若干名

1名

若干名

2名

若干名

2名

第6条(役員の任務)

(1)会長は本会を代表し、会務を総理する。

(2)副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は代行する。

(3)幹事長は会務の執行にあたる。

(4)副幹事長は幹事長を補佐し、幹事長に事故ある時は代行する。

(5)幹事は本会の会務を分担する。

(6)会計幹事は会計処理をする。

(7)会計監査は本会の会計監査にあたる。

第7条(役員の選任)

(1)役員は総会において会員の中から選出する。

(2)役員の任期は3年とし、再任を妨げない。

第8条(顧間)

役員会の推薦、総会の承認をもつて顧間若干名をおくことができる。
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第9条(総会)

本会は毎年1回定期総会を開催する。また必要に応じて臨時総会を開催することができる。

第 10条(役員会)

役員会は正・副会長、幹事長・副幹事長・会計幹事をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。

第11条(運営費)

本会の運営のために会費口寄付金・その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 (会費 )

本会の年度会費は3,000円とする。但し、在勤者はその半額とする。

また、臨時会費を必要に応じて徴収する。

第13条(会計年度)

本会の会計年度は毎年10月 1日に始まり翌年9月 末日に終わる。

第14条(委任)

本会則に定めるもののほか必要な事項は、役員会において協議決定する。

第15条(会則の変更)

本会則の変更については、総会出席者の過半数の同意を必要とする。

(付則)

1.本会則は昭和60年 11月 24日から施行する。

2.本会則は平成16年 11月 24日から改定施行する。(終身会費の廃止、年会費2,000円を3,000円

に改定)

3.本会則は平成20年 11月 16日 から改定施行する。(会の名称 昭島稲門会を早稲田大学昭島稲門

会に、代表幹事を幹事長に改定)

4.本会則は平成21年 11月 14日 から改定施行する。(役員に副幹事長を追加)

5.本会則は平成22年 11月 13日 から改定施行する。(会の名称早稲田大学昭島稲門会を早稲田大学

校友会東京三多摩支部昭島稲門会に、役員会の構成員を正・副会長及び幹事から正口副会長、幹事

長・副幹事長・会計幹事に、また年会費を年度会費に改定)

6.本会則は平成24年 11月 17日 から改定施行する。(第 1条に会の略称を追加。事務所を会長宅におく

を削除。第3条「本会は目的を達成するための事業を計画し実施する」を「本会は目的達成に必要な

事業を実施する」に。第5条 (7)監査を「会計監査」に。第6条 (3)「幹事長は役員会を司会し、母校校友

会、三多摩稲門会、友好団体との連絡に当たる。」を「幹事長は会務の執行にあたる」に改定。

第7条 (1)但し書き「幹事長及び副幹事長並びに会計幹事は会長が幹事の中から指名する」を削除)

7.本会則は平成25年 11月 16日から改定施行する。

第4条 (組織)を (会員)に改定
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「早稲田大学校歌」

相馬御風 作詞 東儀鉄笛 作曲

1ヨ

都の西北 早稲田の森に

鴛ゆる甍は われらが母校

われらが日ごろの 抱負を知るや

進取の精神 学の独立

現世を忘れぬ 久遠の理想

かがやくわれらが 行手を見よや

わせだ わせだ わせだ わせだ

わせだ わせだ わせだ

ニユ
ニユヽ

東西古今の 文化のうしほ

一つに渦巻く大島国の

大なる使命を 担ひて立てる

われらが行手は 窮り知らず

やがても久遠の 理想の影は

あまねく天下に 輝き布かん

わせだ わせだ わせだ わせだ

わせだ わせだ わせだ

参

あれ見よかしこの 常磐の森は

心のふるさと われらが母校

集り散じて 人は変れど

仰ぐは同じき 理想の光

いざ声そろへて 空もとどろに

われらが母校の 名をばたたへん

わせだ わせだ わせだ わせだ

わせだ わせだ わせだ
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